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流の美馬（みま）・三好両郡を含み約 3,000 町歩であり、1800 年（寛政 12）には 6,500 町歩に拡



















そうしたなか、藍師数は天保期（1830-43 年）には 1,800 人を数えた。そのうち 7 割前後が大
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坂売りで、大坂商人に金融的に従属した。そこで、藩は 1766 年（明和 3）に藍方役場（翌年、
藍方代官所と改称）を設け、藍の流通と生産を統制し、大坂商人から藍相場の主導権の奪還を
めざした。また、大坂に準じて藍の大市を開催し、陰暦 8 月 16 日に「初市」、11 月 9 日～ 16
日には「藍大市」を開催し、品位の選択と値建を行い、新年度の相場基準を決めた。売買には
江戸売仲間、大坂愛染講仲間、徳島四軒問屋などが参加してにぎわいを見せた。その後、藩は























三味線 琴 尺八 薩摩琵琶 筑前琵琶 踊り
男 12 3 8 4 2 0
女 38 5 1 5 1 4
遊芸稼人
義太夫 落語 浪花節 源氏節 法界節 その他 計
男 51 0 25 1 5 97 179
女 9 1 2 0 9 25 46
芸舞妓数
11 歳未満 12 ～ 17 歳 18 ～ 19 歳 20 ～ 24 歳 25 ～ 29 歳 30 ～ 34 歳 35 ～ 39 歳 40 歳～ 計 
2 213 177 121 67 49 15 14 658
























明治 30 年 62
昭和 51 年 10
農村舞台












は伸長し、1903（明治 36）年に 1 万 5 千町歩のピークに達した。このような藍業の経済力を背






















































































れ 3 日間踊った。初の県外遠征であった。1921 年 3 月には 神戸開港 50 周年祝賀行事に芸妓



































一方、「盆踊りの時間は毎日午前 8 時から午後 11 時まで、盆踊は元々卑しい踊りではないので
狂態を演じてはならない、男の女装、女の男装、異様の服装、裸体、風俗を乱す行為は禁止」
といった注意事項も市民に周知している（26）。










する放送を依頼する等あらゆる宣伝を尽」くすことを決めている（27）。     
2.3　「徳島観光協会」の設立と阿波踊りの観光化
上述のように阿波踊りへ県外客誘致のための活動や協議を積み重ねてきた徳島商工会議所
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【史料】徳島商工会議所編『昭和七年度事業成績報告書』
　　　　　　　　　　　　（同会議所、1933 年、10 -11 頁）







































































についてみると、1927 年 8 月に『徳島毎日新聞』が大阪放送局に市内花街の「徳島盆踊選手｣
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を派遣し、放送に出演させている。1933 年 7 月に開局した JOXK 徳島放送局は、9 月 4 日に
阿波踊りの実況放送を行ない、これ以降毎年のように全国放送が行われた。また、芸妓のお鯉（多




































































































を大きく伸びていき、4 日間で見物人が 100 万人を越える国内最大規模のイベントへと成長し
て、日本を代表する祭りとなっていった。それはさらに「見せる踊り」への傾斜を加速させた。


















（1981 年 8 月 16 日）でみておこう。同年は 8 月 12 日～ 15 日の 4 日間の日程で行われたが、期
間中の人出は 127 万人であった。前年より数万人の減少となり、おりから神戸市で開催中のポー
トピアが影響したとの関係者の声を載せている。演舞場の運営収入は、表３のようになってい









座席券 4,991 有料演舞場設営運営費 7,383 
（一般、97,217 人、団体 3,712 人）
広告 2,521 無料演舞場設営運営費 1,450 
県 ･ 市補助 1,050 余剰返済金 467 
雑収入 103 
計 8,665 計 9,300 
選抜大会収支
収入 支出
入場料 1,121 出演料その他 415 
（18 回公演 ,19,220 人）
雑収入 18 会場費・装飾費 320 
人件費・諸費 54 
計 1,139 計 789 
（出所）『徳島新聞』1981 年 10 月 2 日、阿波踊り実行委員会発表
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表した「観光シーズン中の最高料金」の範囲を守ったのは 7 業者に過ぎず、19 業者が 1,200 円









トした。その後、60 ～ 70 年代には東京都内各地域および埼玉、神奈川など関東 50 か所余り
に伝播・拡大した（表４）。阿波踊りを導入した多くの街が期待したのが「商店街振興」や「地
域活性化」であり、そこに賑わいをつくり出すことであった。「東京高円寺阿波おどり」は半
































中目黒夏祭り阿波踊り 目黒区 1965 中目黒夏まつり実行委員会 8.2
24
（1,000）
下北沢一番街（名物）阿波踊り 世田谷区 1966 商店街振興組合 8．9-10 12
三鷹阿波踊り 三鷹市 1968 三鷹阿波踊り振興会 8.30-31 30
板橋区民まつり・阿波おどり 板橋区 1970 板橋区・板橋区観光協会 10.14
13
（600）
初台阿波おどり 渋谷区 1970 初台商盛会 9.22-23 20
東京大塚阿波踊り 豊島区 1971 商店街 8.23 17
神楽坂まつり・阿波おどり大会 新宿区 1972 神楽坂通り商店会他 7.26-27 20
糀谷阿波踊り 大田区 1975 糀谷商店街 8.1-2 11
経堂まつり 世田谷区 1975 経堂農大通り商店街振興組合 7.19-20 9
中村橋阿波踊り 練馬区 1976 サンツ中村橋商店街振興組合 9.6-7 12
三茶夏祭り「阿波踊り大会」 世田谷区 1978 三軒茶屋栄通り商店 8.31 7
久米川阿波踊り 東村山市 1979 久米川中央通り商店会 8.30 8
都立かせい阿波踊り 中野区 1979 都立家政商店街振興組合 7.27 9
小金井阿波踊り 武蔵小金井市 1979 小金井阿波おどり振興協議会 7.26-27 28
品川納涼祭 品川区 1979 二葉中央商店会 8.2-3 2







おらほ仙川まつり 調布市 1988 仙川商店街協同組合 8.3 4







後地（うしろじ）阿波踊り 品川区 1999 後地商店連合会 11．3
1
（20）
踊れ西八夏まつり 八王子市 2001 西八商栄会 9.6-7 15
稲城阿波おどり大会 稲城市 2001 稲城市商店会 9.6 13
蓮根（はすね）阿波踊り 板橋区 2009 蓮根中央商店会 7.14 5







徳島市阿波おどり 徳島市 徳島市観光協会・徳島新聞社 8.12-15
850
（4 日間延数）
（出所）南和秀他編『阿波踊　本。』阿波踊り魂、2006 年、松平誠『祭りのゆくえ』中央公論新社 ,2008 年
NPO 法人東京高円寺阿波おどり振興協会編、2006 年、各実行委員会ホームページおよび聞き取り調査。
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